
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等  「～熊谷の誇る伝統工芸～ 

熊谷染の今昔展」の開催について 

１．実施日時等   平成２６年１月２５日（土）午前・午後９時００分 

～平成２６年２月２３日（日）午前・午後 ５時００分まで 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

６．経緯・経過 

 

７．影響・効果 

 

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目    実施市別紙のとおり 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

市内を流れる星川という清流を利用し

おり、染めのワザを受け継ぐ技術者は埼玉県伝統工芸士に認定されています。今回展では、

古くは江戸時代末期から受け継がれている「熊谷染」の歴史を振り返り、数々の道具類や

型紙、図案そしてその素晴らしい着物を展示するとともに、未来の「熊谷染」の可能性や

「熊谷染型紙デザイン」の活用などについて提案します。 

今回展では、熊谷染の技術者として埼玉県伝統工芸士に

認定された方を中心に作品（着物・反物）を６点（小紋４点、友禅２点）展示し、着物文

化の継承について紹介します。またネット上で公開されている「熊谷染型紙デザイン」を

用いた新たな試みも合わせて紹介します。 

日本の伝統衣装である着物文化を支えている「熊谷染」を広く市民に知っ

熊谷染を取り上げた企画展は全国で当館だけしかしておらず、過去に昭和

ていただくとともに、そのデザインの持つ素晴らしさと活用についても紹介し、「熊谷染」

を全国に発信することを目的としています。 

熊谷市立熊谷図書館 美術展示室 

 

主催：熊谷市立熊谷図書館  

熊谷図書館 048‐525‐4551  熊谷図書館長 齊藤道夫 

熊谷市の誇る伝統工芸である「熊谷染」は、埼玉県の伝統工芸品に指定されて

60年度、平成 19年度に行っており、今回展で３回目となります。 

過去の展示では熊谷染の歴史と作品が中心でしたが、今回はその未来の可

能性とデザインの活用についても紹介しますので、新たな利用が加速され、これまで以上

の普及が期待されます。また、デザインの素晴らしさを多くの市民に知っていただけると

いう効果が大きいと思われます。 

て発展した「熊谷染」は埼玉県内でも屈指の伝統工芸であり、こうした文化を発信・

継承することができる熊谷市は、県内でも有数の文化・産業を持つ市であるといえま

す。 

 主 幹  金 子 正 之 

 048‐525‐4551 

 熊谷図書館 

平成２６年１月２７日発表 

担当課：熊谷図書館 



平成25年度企画展

の誇幾ンンン準

)i2/7、2/12]

展示室

主催 :熊谷市立熊谷図書館

住所 :熊谷市桜木町2口33口2

電話 :048口525-4551

協力 :熊谷捺染組合

幾
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